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１．はじめに
　知能・思考の心理学者ピアジェの論稿におい
て、社会学的考察がどのように可能となるか。拙
稿では、このことに限定した考察を行う。発生的
認識論が社会学的認識についてどのように論じ
ているのか、発達段階説や均衡化論において、
社会学的要因がどのように取り上げられているの
か。ピアジェが行った心理学実験等に基づく学
説の多くは、知能や精神発達に関する心理学理
論である。ピアジェの心理学を社会学的に読み
解くことを基盤として、主に発達理論及び学習理
論から社会化をテーマとした教育社会学理論と
しての構築を試みている。発達心理学理論の社
会学的構築を目的として、多々不十分な点がある
が、教育・発達・学習に関する心理学考察が社会
学的に再構成できるか、一つの試みに挑戦した。
２．社会化の基盤―人権としての教育―
　ピアジェの教育論の特徴は、M.A.ホーゲン
に依ると「教室で子ども達が何をなすべきか、
またその課業をいかになすべきかに関する伝統
的見解の多くに挑戦」1していることである。
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【概　要】
　知能・思考の心理学者J.ピアジェが、我が国の教育界に与えた影響は、子どもの発達段階を考慮した
教育理論であり、テスト法の利用や心理学的実験の結果に基づく教育の実施であった。しかし拙稿で
は、J.ピアジェの理論から、教育・学習の社会的側面、発達の社会的側面についての考察を行い、教育
の社会学的理論について一考察を試みる。人権として教育をとらえ論ずること、教育の社会的文脈に関
する考察、教育実践における活動的方法及び体験の重視、青年期における社会化等、ピアジェの心理
学理論から教育社会学理論の提案を試みる。
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１M.A.ボーゲン　 波多野完治訳(1981)『ピアジェ』岩波現代選書55、岩波書店、38頁。
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現代の教育論においては、多くの論者が論述し
ているところであるが、堀尾輝久が述べている
様に教育を人権と捉え、ピアジェの理論におけ
る「子どもの権利に関する深い理解と、教育を
受ける権利への発達論的着眼」2が、我が国の
教育界に与えた影響は甚大である。
　子どもの「教育をうけるという人権を肯定す
ることは、・・・（中略）・・・精神的機能の
全面的発達と・・・（中略）・・・社会生活に
適応するまで行使することと対応する知識なら
びに道徳的価値の獲得を保証してやることであ
る」。3人権としての教育は、社会生活・職業
生活に適応できるように発達する権利として論
じられる。教育は個人が全面発達する権利を保
証することであるとして、人権と結び付けられ
る。従って、「教育の理想は最大限を学習する
ことではなく、結果を最大にすることであり、
それは、学習することを学習することにある。
すなわち、それはみずからを発達させることを
学び、かつ、学校教育の後にも発達を続けるこ
とを学ぶことにある」4と、生涯にわたり学び
続け、発達を続けられる様、教育を通して働き
かけるべきこと、自ら自己学習を継続しつつ発
達することを保証することが、主張されてい
る。更に、発達する権利は、中等教育を保証す
る権利へと拡大される。中等教育を受ける権利
は、家庭の経済状態に無関係に受けられるもの
であり「すべての職業に対する職業的準備とい
うこと」5を含んでおり、中等教育における、
進路指導や職業準備のため教育が権利として認
められている。今日の中等教育における同様の
目標の社会的意義が、ピアジェの主張にみられ
ていたのである。更に「大学その他の高等教育
機関に自由に進学できるようにすること」6に
ついても、『国連人権宣言』第26条の条文を考
察する中で、社会が個人に対して負うべき義務
として論じている。それは、いかなる経済的事
情にも関わらず、教育を受ける権利であって、
個人の人権として、成長発達する権利を尊重す
べき以外の何ものでもないものであり、生涯に
渡る社会化の基盤なのである。
３．社会化―教育の社会的側面―
３－１．知識・言語の社会的側面
　ピアジェは、知能・思考の心理学研究の第一
人者であり、心理学研究論稿を多数執筆してい
るが、知能の発達の社会的側面についても論述
を行っている。個人が事実を認識するというこ
とは、社会によって強制されており、社会は個
人の思考を存在拘束性の下に置く。社会は、次
の三つの要因から成り立っている。「言語（記
号）相互作用の内容（知的価値）思考に課せら
れる規則（集団的規範・・・）」7である。個
人の発達は、三つの社会の要因との相互作用の
中で社会的成長を調節する。子どもは、発達を
続け、だんだんと要因の種類や影響の程度が変
わり、他者との「協働」が可能になっていく。
２堀尾輝久（1984）「ピアジェと教育思潮」波多野完治監修、稲垣佳世子編『ピアジェ理論と教育』ピアジェ双書第３巻、
国土社、26頁。
３アンリ･ワロン　 ジャン･ピアジェ 　竹内良知訳（1963）『ワロン･ピアジェ　教育論』世界教育学選書28,明治図書、157
頁。
４ジャン･ピアジェ　芳賀純訳(1975)『発生的心理学――子どもの発達の条件――』誠信ピアジェ選書１、誠信書房、29頁。
５ アンリ･ワロン　 ジャン･ピアジェ　 竹内良知訳(1963)『前掲書』162頁。
６ジャン･ピアジェ 秋枝茂夫訳(2000)『教育の未来』法政大学出版局,64頁。
７ジャン･ピアジェ　波多野完治　滝沢武久共訳(1972)『知能の心理学』みすず書房、293頁。
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「知能の次元での協働」とは、次のような交換
ができるようになることである。
　「客観的におこなわれる討論（この討論が内
面化されると、熟考ないし反省となる。）協同
作業　思想の交換　相互批判（これは、証明と
論証とにたいする欲求の源泉となる。）」8で
あり、社会関係が子どもの間に形成されるので
ある。知能の次元における社会的性格と言え
る関係性ができる。認識するという行為が、
本来社会的性格を持つということである。H.G
ファースは、「ピアジェの関係的で構成主義的
なアプローチは、すべて個人の知識が本来もっ
ている社会的な性質」9を認識の発達そのもの
が充たしているとするアプローチであるとして
いる。即ち、知識とは、社会的関係として存在
するのである。知識の成り立ち、知識の習得、
知識の伝達・活用のすべてが社会的関係性を有
している。知的な発達における社会関係である
「仲間集団（子どもどうしの関係）の中ではる
かに豊かな社会的理解」10が可能となること、
成熟した発達を遂げるには、大人との間の様々
な社会的コミュニケーションが、本質的な役割
を担っている。コミュニケーションの言語につ
いて、J.S.ブルーナーに依ると、成熟するにつ
れて現実的脈絡から離れた、比較的抽象的な言
語を使い、抽象世界について思考するようにな
る。その際「書かれた言語を共通に使用するこ
とが必要になってくる。というのは書かれた言
語は現実の脈絡を超越するためのすぐれた手
段」11だからである。発達段階を考慮した、言
語の社会的機能について述べているのである。
　ヴィゴツキーは、言語の機能について「言語
の最初の機能はコミュニケーションの社会的結
合の機能」であると定め、人間関係を形成す
る、言語の社会性について述べる。子どものコ
ミュニケーション活動における「子どもの最初
の言語は、純粋に社会的なものである」。12つ
まり、知識の伝達、教育におけるコミュニケー
ションその他さまざまな言語の使用に伴う関係
は、伝達媒体そのもの、関係自体が社会的であ
ると考えられる。ヴィゴツキーの言語的社会化
の段階に関する説は、ピアジェの説の様に、自
己中心的言語が社会化され、社会的言語に至る
という経過説は誤りであり、社会的言語が形成
された後、個人的言語即ち自分の言葉が形成さ
れ、最後に内言という自分の内心に向かう言語
に至るとしている。ピアジェの言語発達説は転
倒していると批判する。社会は、社会的環境や
物的環境を用意して、子どもの発達段階に合わ
せた種類や影響の程度を与える。子ども達は、
その刺激を受け、子ども同士の協働を通して、
言語的社会化を遂げていく。子どもは、それぞ
れ異なる社会的現実における活動から「社会的
言語」を習得する。言語・思考の第一義的な形
成は、生物学的である以上に、外的な社会的働
きかけによるものである。即ち、言語的社会化
とは、子どもの外側から、社会的に押し付けら
れたもの、その仕組みを教え込まれたものであ
る。ヴィゴツキーは、ピアジェ説による自己中
心性理論の妥当性について批判を行っている。
８『同上書』305頁。
９H.G.ファース　 加藤泰彦　北川歳昭編訳（1988）『ピアジェ理論と子どもの世界――子どもが理解する大人の世界――』
北大路書房、95頁。
10『同上書』86頁。
11J.S.ブルーナー　三嶋唯義訳（1976）「学習と知能発達における未成熟期の役割」三嶋唯義編訳『ピアジェとブルーナー　
発達と学習の心理学』誠文堂新光社、65～66頁。
12ヴィゴツキー 　柴田義松訳（1975）『思考と言語　上』海外名著選18,明治図書、75～76頁。
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３－２．教育実践・学習の社会的側面
　教育実践における社会的文脈については、子
どもの活動を通して、知識が習得されるとする
ところにピアジェ理論の特徴がある。
　市川功は、ピアジェが成長発達するに従い、
自己中心性から脱自己中心性に至り、社会との
関係性が形成されていくという点について、批
判的に「ピアジェも社会性は重視する。だが発
生論においては、かなり高次の段階に至らなけ
れば、主体と社会との自律的な相互交渉は想定
されず、また社会性が不可欠な発達の要因と見
做されても、具体的な他者をも包括する社会的
諸状況がそれ以前の段階で深く子供に介入する
ことはない」13としていることを批判する。ピ
アジェの発達の社会的要因に関する視点は、自
我が未熟な間は社会との関係性が少なく、自我
が発達した後、社会関係が成立するという点
で、社会的・物的事物や関係の陶冶財としての
影響力について貧弱なものと捉える教育論だと
する。
　ピアジェは『発生的認識論序説』第４巻、
「生物学思想　心理学思想および社会学思想」
において、発生における社会環境・社会的諸事
実や学校の拘束などについて論じている。
　子どもの発達は、社会的環境に部分的に条件
付けられている、一つの社会的発生である。
（ピアジェは、発生と発達を同義に使用してい
る）社会は、「諸規則、交換の諸価値、諸記号
が、社会的な諸事実の構成的な三つの側面」14
から構成され、子どもに対する行動規範・義務
的行動の養成計画の基としての役割を果してい
る。もしくは「規則と価値および記号」として
社会生活のきまりや常識・ルールなど、発達の
方向づけに係る。あらゆる相互作用は、この三
要素の組み合わせによって構成され、子どもの
行動を規制する。この諸拘束を実行するのが学
校であり家族なのである。「学校の緒拘束は期
整と全面的に規範的な合成との中途に留まる道
徳的あるいは理知的な諸規則機構」15による拘
束である。学校における拘束は社会的拘束性の
一種であるが、規則・道徳的指導による規範的
なものである。子どもは学校の「教育的拘束」
によって課される課業を果たすことで、才能を
開花させ、発達を遂げる。その具体的な方法に
ついては、様々であるが、デュルケームが述べ
るように方法的社会化は成熟世代が未成熟世代
に行う作用であり、学校は意図的計画的に行
う。ピアジェによると子どもの社会化は、二通
りの方法がある。「一つは成人が子どもに加え
る精神的物理的強制」であり、権力作用を伴
う。一方は「子ども同士、同じ年齢のもの同士
の『協力』関係」16であり、平等な関係のなか
での相互作用によるものである。子ども同士の
教え合いや同調を通して、客観性や批判的精
神、反省することを学ぶ。いわゆる仲間集団に
おける社会化の過程である。学校における社会
化は、このような形式で行われ、「子どもは、
彼と同世代の子どもとの交流によっても同様に
社会化され、《教育される》」17、即ち、学校
空間は社会化空間として機能するのである。
13市川功（2001）『ピアジェ発生論の思想と基盤――現代技術における科学と倫理――』北樹出版、95頁。
14ジャン･ピアジェ 　田辺振太郎　島雄元訳（1980）『発生的認識論序説　　生物学思想　心理学思想　および社会学思
想』第４巻、三省堂、256頁。
15『同上書』286頁。
16ジャン･ピアジェ 　波多野完治　明田芳久　野村勇一　芳賀純訳（1981）『現代心理学――認知理論の展開――』福村出
版、56～57頁。
17ジャン･ピアジェ  芳賀純訳『発達の条件と学習』誠心ピアジェ選書４、誠信書房、138 ～139頁。
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　ピアジェは、年下の子どもとの人間関係にお
いても、教育されることを主張する。小中一貫教
育における上級生が下級生の面倒を見ることに
よって、責任感が育つなど成長する例や、東日
本大震災の際、釜石東中学の生徒が小学生と手
をつないで避難所を三か所移動し、一人のけが
人も出さなかった、日ごろの訓練・学習の成果の
事例など、数多くの例がある。ピアジェの学習
論の特徴は、学校教育などの学習の中核に子ど
もの「活動性」を位置付けていることである。
　一方、成熟世代である大人からの社会化作用
は「おとなの伝達によって論理を獲得してい
く・・・。おとなからの伝達とは、まず第一
に、言語（langue）体系の伝達、次に一般的な
家庭教育・社会教育のこと」18である。社会的
関係である子どもと大人の知的関係は、家庭教
育や社会教育といった、多様な形態・多様な内
容を含んでいる。時には、情緒的なものが含ま
れていたり、誤謬やイデオロギーによって歪め
られているなどの場合もある。ピアジェは学校
教育においても同様な側面があるとして論じて
いる。「教師の権威と本質的に言語的伝達が優
先する学校教育制度の形態は、あまりにもしば
しば科学的精神からはずれ、単純な集団的義務
的信仰の方向へと陥る結果」19となっていると
批判する。
　学校教育制度は、一種の強制的制度として、
子どもへの押しつけが行われていると批判す
る。このような教育社会状況に対して「人間の
知識獲得の社会的性格に十分な注意が払われな
かった」結果であるとして、それに対する心理学
の研究成果を教育に反映すべきことの重要性や
子どもの主体性・自主性を育てることの大切さ、
発達段階に相応しい物的・社会的環境の内容と
程度の適切性について論じているのである。
　「教室での授業という形態自身、社会的に組
織されたもの」20という認識の必要性、授業の
社会的文脈についての理解、子どもの心理学
的・生物学的理解と共に知識の習得形態の社会
的拘束性についても理解が必要なのである。
　授業の実際的な方法について、フラベルは
「同輩の子どもとの相互働きかけにまさる重
要なものはない」21と論ずる。子ども同士の交
渉、活動こそが授業の方法として、取り入れら
れねばならない。いわゆる「活動的教育法」と
いわれる体験活動重視の授業であり「教室内で
のグループ活動――――共同で、ある活動計画
にとりかからせるとか、討論集会を計画的に定
期的に設けるなど」22の授業における活動、グ
ループ作業を通して学習を深めることこそが真
の学習と捉えている。それに対応して、教師の
側が果たすべき役割として「教えるべき内容
を、それにふくまれている操作という観点か
ら分析する」23必要がある。子どもが、課題に
取り組む中で何を考え、知的に成長させるか、
どのような能力を育てることを目指している
か、といったことを意識することである。ま
た、子どもが取り組む教材の分析を充分に行う
ことも必要である。子どもが自律的に学習に取
り組み、グループ活動を行う、主体的で活動的
18『同上書』140頁。
19『同上書』144頁。
20波多野誼余夫（1982）「ピアジェ派認知発達理論の現在」波多野完治監修　天岩静子編『ピアジェ派心理学の発展II　―
―認知発達研究――』ピアジェ双書第５巻、国土社、21頁。
21フラベル　植田郁郎訳（1970）『ピアジェ心理学入門　（下）』明治図書、163頁。
22『同上書』163頁。
23『同上書』161頁。
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な学習形態は、今日のアクティブラーニングに
結び付く学習形態である。ガードナーは、「ピ
アジェは有機体の本質特性あるいは能力は何か
と問うて、それは活動であると結論した」24と
述べている。更に、ピアジェの学習論には「活
動のレパートリー」を獲得することや、新しい
活動を作り出すことが含まれていると論じてい
る。教育は一方的な教授法でなく、子どもの能
動的な態度や活動が、真の学習となるといった
「子どもの活動に基礎づけられた近代的教育
法、すなわち『活動的方法』のみが、『人格の
完全な開花』を実現するものだ、というのがピ
アジェの教育観」25なのであると述べている。
ピアジェにおける教育とは、子ども同士の活動
による知識や自律性の獲得である。授業の主役
は子どもであり「教師は、子ども達が前進でき
るような材料や状況や機会を与えることが大
切」26なのである。カリキュラムや教育内容に
関しては、「標準的な教材を使うこと自体が間
違い」であると主張する。主体的な学習が進む
ためには、「子どもが自分自身の教材を作る」
27ように支援することが教師の大切な役割なの
である。ピアジェが「構造的学習」と呼ぶ学習
には行為・活動が含まれているが、学習者自身
が教材を組織したり、加工したりする活動が含
まれるのである。ファースは、教材として編集
されてはいないが、「物理的あるいは社会的環
境と接触から、主として引き出される新しい知
識の獲得について学習の概念を限定する。」28
と述べ、「構造」作用を強調する。
　以上から、学習には４つのカテゴリーが存在
する。
　「（ａ）内容としての活動、つまり、操作的
でない　（ｂ）形式としての活動、つまり、操
作的な構造　（ｃ）内容としての物理的継起　
（ｄ）物理的継起に運用される形式」である。29
　学習は、構造であり活動であって、内容と形
式に分けられ、物理的な環境も内容と形式に分
けられる。
　知識は、学習によって獲得される場合と均衡
によって獲得される場合がある。「ピアジェの
学習論が、狭義の学習と広義の２つあって、さ
らに広義の学習のなかには、狭義の学習のほ
か、それによっては学習されないような認識形
成過程としての均衡化の過程が含まれる」30と
する学習理論である。発達の要因の１つである
均衡化の過程において認識が形成される。発達
と学習の関係については、発達の過程の中に学
習が包含されている。活動や体験を通しての学
習が、社会的要因である場や仲間集団と共に動
態的に展開される。その１例として、学生が実
習・演習、インターンシップ、授業でのプレゼ
ンテーションを行うなど、大学教育における学
びにおいて具現化されているといえよう。
　滝沢武久は、学習における活動や体験の意義
について次の様に論ずる。「体験内容とそれを
処理する思考との不均衡状態が、新しい知識獲
得の導火線・・・。その均衡回復の過程で、思
24ハワード・ガードナー　波多野完治　入江良平訳（1980）『ピアジェとレヴィ＝ストロース　　社会科学と精神の探究』
誠信書房、50頁。
25滝沢武久（1967）『教育的認識論』教育学叢書、明治図書、94頁。
26リチャード・エヴァンズ　宇津木保訳（1975）『ピアジェとの対話』誠心ピアジェ選書３、誠信書房、104頁。
27『同上書』103～104頁。
28ファース　植田郁郎　大伴公馬訳（1975）『ピアジェの認識論』明治図書、185頁。
29坂元昴（1974）「ピアジェの学習心理学」波多野完治編『ピアジェの発達心理学』国土社、204頁。
30『同上書』203頁。
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考が変容することにより、新しい知識が獲得さ
れる」。更に「子どもが不均衡状態を克服し、
新しい認知構造に変化したとき『わかった』と
いう発見の喜び・・・。ここに体験の教育的意
義がある」31と述べている。体験とは、知識の
獲得過程で、自らの認知構造を変え、新しい認
知構造を働かせ、体験を内面に取り込んでいく
過程である。子どもが「分った」と認識すると
いうことは、構造が体験を知識として構成でき
たということである。しかし、教育活動のねら
いが体験や活動を通して、既存の子どもの思
考・認識の在り方を成長あるいは変える目的で
あるとすれば「獲得させようとする概念に適し
た構造を子どもが全く持っていない場合、学習
によってその概念を生じさせることはきわめて
困難」32となり、ねらいが達成できない事態とな
る。認知構造に不均衡状態を引き起こすのは、
物質的（現実的）、または社会的（象徴を含
む）環境だけではない。ピアジェの均衡化論で
は、子どもの誤答、失敗が引き起こす不均衡も
認知構造の修正の契機となる。そうした状況が
どのように生ずるのか。教室における「学習は
特殊な経験を必要」33とする過程である。教師の
能動的な働きかけ、教師が計画した学習のスケ
ジュールやストラテジーの下で、子ども達が仲
間との協働・活動において、認識を変える経験
がどのようにアレンジできるかが決め手となる
のである。
４．発達とは―社会的側面
４－１．　発達の社会的被拘束性
　ピアジェの認識発達の論稿においては、社
会・文化的要因の役割の分析は行われてはいな
い。しかし、心理学的分析が主となってはいる
ものの、発達の１要因として社会的要因につい
ての考察が見られたり、形式的操作期の青年の
社会学的観点に立った考察もある。
　「社会学的領域」における研究では、社会事
象の捉え方として「一つは、現実の行動の次元
であり、もう一つはそれについて意識する次元
である」34という行動と意識を分けた二つの次元
という捉え方がなされている。また、社会の概
念について、普遍的な全体社会のレベルに対し
て、特定社会は「一つは社会の下部構造のレベ
ル」であり、他方「概念体系もしくはイデオロ
ギー体系」35レベルから成立しているとしてい
る。社会は二次元の観点から捉えられ、特定社
会は「すべての社会に共通である一時的な社会
的（または個人間の）相互作用ないし共応と、
社会ごとにまたは限られた社会環境ごとに異
なっている特殊な文化的・教育的伝達ないし形
成」36作用を持つ社会である。従って、特定社会
では子ども達の認識形成は、社会によって異な
る影響を受け、普遍的な認識形成は存在しない
ということである。また、よりミクロなプロセ
スである、個々の家庭や学校における認識の発
達についてもそれぞれの言語コミュニケーショ
31滝沢武久（1992）『ピアジェ理論の展開　　現代教育への視座』国土社教育選書26、国土社、103頁。
32天岩静子（1982）「学習と概念の発達」波多野完治監修、天岩静子編『ピアジェ派心理学の発展II――認知発達理論―
―』ピアジェ双書第５巻、国土社、93頁。
33ファース　岸本弘訳（1974）『教師のためのピアジェ入門』海外名著選50、明治図書、97頁。
34J.ピアジェ　波多野完治訳（1976）『人間科学序説――科学革命のなかで人間科学はどういう位置を占めるか――』岩波書
店、80頁。
35『同上書』80頁。
36ジャン・ピアジェ　　滝沢武久訳（1977）『心理学と認識論』誠信ピアジェ選書２、誠信書房、54頁。
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ン・体験による相違が存在するのであって、子
どもの認知発達は、社会などの相違、家庭や学
校の相違により異なる影響を受け、形成される
のである。子どもの認知発達における「文化」
の影響、社会的出来事の位置づけについても、
検討する必要がある。「子どもの経験のなかで
は、子どもがかかわる状況は、社会環境によっ
て生みだされ、事物はそうした状況に特定の
意味作用をあたえる文脈であらわれる」37ので
ある。事実の意味作用の背後には特定社会が
あり、社会的事物には意味付与がなされ、社会
的文脈として語られている。これは「領域固有
性」と呼ばれており、ピアジェ理論の普遍性に
対する一つの問題提起となっている。「子ども
が自然界の事物を"事物"として独自の概念でと
らえる前に、それらの事物を用いて人間行動の
―――当然、文化の中で位置づけられる」38こ
とを認識することが必要である。即ち、特定の
文化・社会による意味づけの理解である。また
ピアジェの理論自体についても、実験室という
特定状況や、西洋社会の子ども達の観察から導
き出されたものであるといった観点について認
識を持つことが必要である。ピアジェ認知理論
における「認知発達の普遍性仮説と社会文化的
要因の過小評価」であるとか「認知発達におけ
る社会・文化的要因の役割が過小評価されてい
る」39という批判がなされている。また、社会に
おける地位役割の相違に基づく「職業や専門家
などによって形式的操作の働く分野や働き方も
異なる」40といった社会的観点、「領域固有性」
の問題の重要性が指摘される。あくまで、心理
学理論であり、比較社会学研究・社会調査の結
果から構築されたものではない点が、問題とさ
れるのではないであろうか。
４－２．青年期の社会化
　青年期における知的発達段階においては、形
式的操作期として、論理的操作の可能性が広が
るところから、社会に対する認識や関係が変化
する。「青年の主たる関心は、それぞれの社会
の見方を比較したり、分類したり、また再評
価したりすることである」41というように、社
会に対する関心が高まり、社会を知り研究しよ
うとする態度が生まれことである。青年期の本
質的特徴は「社会の統合という観点からみる
と・・・・（中略）・・・・他者の間にまじっ
て、社会のひとりのメンバーであり、そこで一
つの役割を持ち、職業活動をしようと思う、と
いうことである」。42青年期は、社会的地位役
割を占め、職業的アイデンティティの確立が目
指されるべく、職業への関心が個人に介入し
て、就職活動を始めとした社会的な現象が始ま
る時期である。職業及び社会を比較研究・分類
するなどの論理操作、社会に対する接近に際し
37ジャン・ピアジェ　ロランド・ガルシア　藤野邦夫　松原望訳（1996）『精神発生と科学史――知の形成と科学史の比較
研究』新評論、319頁。
38佐伯胖（1982）「子どもにとって「知る」とは――領域固有性とその克服に関する一考察――」波多野完治監修　天岩静
子編『ピアジェ派心理学の発展II―認知発達研究――』ピアジェ双書第５巻、国土社、203頁。
39若井邦夫（1982）「文化と認知発達――ピアジェ理論の比較文化的検証――」波多野完治監修　無藤隆編『ピアジェ派心
理学の発展Ｉ　　言語・社会・文化』ピアジェ双書第２巻、国土社、162頁。
40上野直樹（1982）「「形成的」推理における型と内容――領域固有性の諸問題と手続き的知識の背後にあるもの――」波
多野完治監修　天岩静子編『ピアジェ派心理学の発展II―-認知発達研究―――』国土社、158頁。
41H.W.メイヤ　大西誠一郎監訳（1978）『児童心理学の三つの理論　　　エリクソン／ピアジェ／シアーズ』 黎明書房、
166頁。
42ジャン・ピアジェ  芳賀純訳（1979）『前掲書』140頁。
43ジャン・ピアジェ  岸田秀　滝沢武久訳（1975）『哲学の知恵と幻想』みすず書房、17頁。
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「相対性の概念」の形成、そしてこれによる客
観化作用が行われる。一方で、精神的な発達段
階における自我の確立によって可能となった内
省、即ち「内的反省は、内面化された社会的行
為」43であり、自我の知的・道徳的価値形成に
結び付いた認識行為が発生する。この行為は青
年期に発生し、自己中心的認識から脱自己中心
化した認識行為として、客観性を帯びるところ
に特徴がある。青年期の内的反省は、社会的世
界との交渉を通して経験に基づく側面と仮説に
基づいた、推理・観念的な命題操作、思考の思
考といった観念的世界とが合わさったものとな
る。現実世界は、可能性の世界あるいは仮説的
に想定できる観念的世界の１つであると考えら
れる。
　青年期の認識発達は「社会的観点から、第
一に仮説的推理は討論の性質を変えてしま
う・・・仮説を用いることによって相手の視点
を取り入れて」しまうからであり「第ニに仮説
的推理が可能となった個人は・・・・自分の直
接経験の領域を超えた諸問題にも関心を示すこ
とになる」44というように、認識世界が個人中
心から社会的世界へ職業世界へと問題関心圏の
広大がみられるのである。更に、思想界、政治
世界へと広がり「成人の社会やイデオロギーに
参与することができるのである」。45
　ピアジェは集団的思考の形式として「技術、
科学的思考そして社会中心的なイデオロギー」46
の三つの形式があると述べている。青年期の思
考の社会化の関する課題として、青年期におけ
る具体的操作・思考から抽象的な思考、形式的
な思考への移行は、非現実的で、事実に基づか
ない側面を持つことである。神話的思考より概
念化されていても、可能性の無い象徴的な思考
である場合もある。イデオロギー的思考は、虚偽
意識であるから、青年自身の存在に基づかない
思考である。一方で、ピアジェは技術と科学の
間にイデオロギーを位置づけ、イデオロギー的思
考は科学的思考への予告ともなるという考え方
を表している。果たしてそうであろうか。社会学
的にみると、イデオロギーは一つの党派や社会
集団の意思を反映している。科学的思考へ発展
するという道筋が確実であるとは言えない。思
考の社会化プロセスにおける青年期の集団思考
は、青年が所属する社会集団の意思や思想を反
映させた社会的思考である。科学的思想に発展
することが想定されたものではない。むしろ、思
考の社会化形成の観点からは、党派的イデオロ
ギーが排除されるところに科学が成立する。実
証や検証に裏付けられてはじめて、科学的知識
や真実が存するのである。
　青年期における思考の社会化の一例として、
政治的社会化についてみると、教科「公民」を
学ぶことによるもの、政治討論会を行うもの、
政策提言を作成するもの、模擬選挙・模擬投票
の実施等、様々な形式と内容がある。いずれも
活動や体験を通した学習であることが多い。マ
ニュフェストを比較検討・批判するなど、青年
自身がイデオロギーに捕らわれることなく、客
観的に現実の政治から学ぶことは、社会科学的
な学習の１つである。青年期の思考の社会化
は、社会的事実に基づいた活動的学習による社
会化であるべきである。
44ジャン・ピアジェ　芳賀純訳（1979）『前掲書』191頁。
45『同上書』191頁。
46ピアジェ 　亀谷和夫訳 （1996）「自己中心的思考と社会中心的思考」加藤義信　日下正一　足立自郎　亀谷和夫訳『ピア
ジェーワロン論争「発達するとはどういうことか」』ミネルヴァ書房、113頁。
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おわりに
　子どもの精神発達・認知発達は社会学的観点
からみると、社会化の過程である。子どもの社
会化に関してピアジェの認知心理学をどのよう
に捉え返すことが出来るか、という事を明らか
にすることが拙稿の目的であった。ピアジェ説
の発達要因、即ち社会化における要因は４要因
であり、第一が成熟、第二が経験、第三が社会
的伝達（言語的伝達、教育）第四が均衡化であ
り、活動を通した認知発達のプロセスという主
張であった。子ども同士の「協働」が反省力や
客観性を育てるのである。
　ピアジェの心理学を社会化論として捉えるな
らば、思考の社会化に関して、児童期から青年
期にかけて、自己中心的思考から脱自己中心的
思考へと社会化する。その社会的要因として
は、物的環境や社会的環境による影響について
論じた。また、子どもの知識獲得過程における
「活動」や「体験」を通しての学習が真の学習
であることを論じた。活動における集団的思考
や社会的思考の教育的意義が主張され、仲間集
団における社会化としての意義が認められた。
　青年期における思考の社会化のプロセスにつ
いて、形式操作期では仮説的で仮想の世界にま
で広がることから、イデオロギーの世界にまで
介入することが可能になる。政治的社会化の課
題におけるイデオロギーとの関係は、青年期の
政治思想形成の基礎となる。
　以上の様に、ピアジェの心理学を社会学的観
点から読み解くことによって、社会化研究を
テーマとして、基礎的・初歩的な「ピアジェ教
育社会学」を一論稿という形にまとめ上げるこ
とが出来たのではないかと考えている。
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